
















The Clinton administration announced the Theater Missile Defense (TMD) Plan in 1993 to
counter the threat of missile proliferation. There is a possibility, however, that some of TMD
systems will be incompatible with the ABM Treaty. This paper analyzes the TMD-ABM
demarcation agreement reached in 1997 between the Unites States and Russia through contemplat-
ing the compatibility of TMD system with ABM Treaty, in which the paper will clarify the
ambiguity of definition of advanced TMD system and point out the complexity over the
missile defense issue. The analysis concludes that the development of TDM system will require
careful proceeding without failing to comply with ABM-T'MD demarcation agreement.
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縮交渉" (S A LT交渉: Strategic Arms Limitation Talks、戦略兵器制限交渉)を1969
年に開始し、 3年後の1972年、軍拡に歯止めをかけ、核軍縮の促進を目的にした、 「対弾道
ミサイルシステムの制限に関するアメリカ合衆国とソビェト社会主義共和国連邦との間の条
約(Treaty Between The United States of America and The Union of Soviet Socialist

















暫定協定とA BM条約が締結されるo暫定協定は、大陸間弾道ミサイル(Intercontinental Ballistic Missile :以
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3) ACA (The Arms Control Association), "Chronology of US-Soviet-CIS Nuclear Relations", Arms Control










サイル又はその構成部分を迎撃するためのシステムであり現在のところ、 a : ABM用に建
造され展開された迎撃ミサイル、又はABM様式で実験された型の迎撃ミサイルであるAB
M迎撃ミサイル、 b : ABM迎撃ミサイルを発射するために建造され展開された発射基であ
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I低層迎撃システム(Low-Altitude Systems : Lower-Tier)
II高層迎撃システム(High Altitude Systems : Upper-Tier)
IIIブースト段階迎撃システム(Boost Phase Theater Missile Defenses)'
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ム(PAC-3 Patriot Advanced Capability-3)」15'、 ②海軍の海軍低層システム(Navy Low-
er Tier)'、および③中型射程延長防空システム(MEADS : Medium Extended Air Defense
System)"からなり、飛来するミサイルを低い大気圏内で迎撃する。





















③中型射程延長防空システム(MEADS : Medium Extended Air Defense System)
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高層迎撃システム(High Altitude Systems : Upper-Tier)は、射程距離3,500km以上の
ミサイルを大気圏高層または大気圏外で迎撃する。これは①陸軍の「戦域高高度地域防衛
(Theater High-Altitude Area Defense :以下THAAD)」と②海軍の「海軍戦域広域シ
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計画と予定状況に関する年次情報交換の共同声明(Joint Statement On The Annual Exchange
Of Information On The Status Of Plans And Programs With Respect To Systems To







さらに、第二合意声明に関する共通了解(Common Understandings Related to the Second
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ブッシュ政権下で防衛宇宙交渉の交渉責任者であったスミス氏(David- J. Smith, Chief


























48) David J. Smith, `Missile Defense After Helsinki', Comparative Strategy, Vol. 16, No. 4 October-December
1997, pp. 369-376
49) David J. Smith, `Missile Defense After Helsinki', Comparative Strategy, Vol. 16, No. 4 October-December
1997, pp. 374-375
50) Council for a Livable World Education Fund, 'Breaking the Disarmament Deadlock : Nuclear Weapons,
Arms Control, and Russian-American Relations', http://www.clw.org/ef/deadlock/amobsts.htm1
































53) Jack Mendelsohn, Craig Cerniello, `The Arms Control Agenda At The Helsinki Summit', Arms Control
To勿', March 1997, p. 18
54) Lisbeth Cronlund, `ABM : Just Kicking the Can', The Bulletin of the Atomic Scientists, January/February
1998,pp.15-16
55) Council for a Livable World Education Fund, `Breaking the Disarmament Deadlock : Nuclear Weapons,


























56) Vitor Koltunov, `Victor Koltunov on the ABM and TMD Issues', Yaderny Konatrol Digest, No. 7, Spring
1998, http://www.pircenter.org/yke/messates/47.htm1
57) Victor Koltunov,同上
58) Andrei Shoumikhin, `Current Russian Perspectives on Arms Control and Ballistic Missile Defense', Compar,
tive Strategy, Vol. 18, No. 1, January-March 1999, pp. 49-57
59) Andrei Shoumikhin,同上
60)朝日新聞「NATO拡大、本格始動、米ロ首脳が協力文書作成、核弾頭削減も合意」、 1997年3月22日、夕刊
61) Sandy Berger, `Press Briefing By Secretary of State Madeleine Albright, National Security Advisor Sandy
Berger, and Deputy Secretary of the Treasury Larry Summers'The White House Office of the Press Secreta秒,
March 21, 1997
62) President Clinton, `Press conference of President Clinton and President Yeltsin', The -Vhite House C聯ce of



























Jack Mendelsohn, `The Current and Future US-Russian Nuclear Arms Control Agenda', Disarmament
DiplomaのNo. 19 October 1997
Rodney Jones, `Panell : Status After Helsinki - Are We at a Crossroad?', Nuclear Non-Proliferation Pro-
ject, Carnegie Endowment for International Peace, June 1 1 1997, http://www.ceip.org/programs/npp/np97star.
htm#rogov
64) US State Department, "Joint Statement on Parameters on Future Reduction in Nuclear Forces", Office of
the Press Secretary,White House, Helsinki, Finland, March 21, 1997両大統領は、 STARTIII条約交渉は、 STAR
TII条約が発効すればすぐに開始され、 2007年12月31日までに両国は、戦略核弾頭を2,000-2,500のレベルまで削
減することで合意した。
65) Graig Cerniello, "Duma Criticizes Helsinki Outcome; Postpones Start Discussions", Arms Control Today,
April 1997, p. 34
66) Keith Payne, Andrei Kourunov, `The Character of the Problem', Comparative Strategy, Vol. 16, No. 2, Apriレ
June 1997, p. 129
67) Keith Payne, Andrei Kourunov,同上、 p. 130
68) `Cold Peace or Cooperation? The Potential for US Russian Accommodation on Missile Defense and the
ABM Treaty', Comparative Strategy, Vol. 16, No. 2, April-June 1997, p. 124






























70) Andrei Shoumikhin,前掲、 p. 52
71) Alexei Arbatov, `Panell : Status After Helsinki-Are We at a Crossroad?'Nuclear Non-Prolifertion Project,
Cornegie Endowment for International peace, Junce ll, 1997, http://ceip.org/programs/npp!np97star.htm#ro
gOV
72) Fact Sheet, Agreement on Confidence-Building Measures Related to Systems to Counter Ballistic Missiles



































74) Keith Payne, Andrei Kourunov, 'The Character of the Problem', Comparative Strategy, Vol. 16, No. 2, April-
June 1997, p. 130
310 国際公共政策研究 第5巻第1号
以上のように「ABM条約維持」に関しては、米議会と、その他の米ロ両政権、ロシア議
会、ロシア現実主義派、米ミサイル防衛慎重派の見解は大きく隔たっている。今後の高遠T
MDシステム開発は、この「ABM条約維持」に関する見解の隔たりをどのように解決して
いくかが大きな焦点になると予想される。
三点目は「高速TMD開発と軍縮交渉」である。この間題に関して、米ミサイル防衛慎重
派は、高速TMDシステム開発については今後の協議で扱われるとされているが、クリント
ン政権は、それがABM条約に違反しているかどうかは国家の責任において決定されるとい
う解釈を提示したことを指摘し、合意内容の不明瞭性から今後も議会からの圧力などで解釈
に影響が出る可能性がある、と懸念を表明している。合意内容の不明瞭性により、内容が拡
大解釈され高度な高速TMDが配備されれば、 ABM条約の形骸化に繋がり、高速TMDシ
ステムの開発が軍縮交渉に影響を及ぼすというのが慎重派の主張である。
また、 TMD開発には賛成のロシア現実主義派も、 ABM条約違反があるような場合は、
軍縮交渉が妨げられると考えているoさらにロシア議会は、米国との戦略戦力均衡維持を念
頭に、高遠TMDによる不均衡が顕在化すれば軍縮交渉の進展はないと断言する。
以上三点の考察から、ディマケ-ション合意内容そのものと、合意後のTMD開発、 AB
M条約維持、軍縮交渉に関する見解が多様で複雑であることがわかる。高速TMDをめぐる
両国国内における政権と議会のこのような見解の相違が、今後のミサイル防衛問題をさらに
複雑にするであろう。
共和党主導の米国議会は、さらに高度なミサイル防衛システムを開発するためには、 AB
M条約の改定もしくは脱退が必要であると主張しており、もし米国がABM条約を脱退し、
領土全体防衛システムを配備することになれば、ロシア議会は、 STARTII順守義務を放棄
したり、費用対効果の優れているMIRV化ICBMの維持や、防衛システムに勝る攻撃兵
器の増強を選択する可能性も考えられる。
したがって今後の高遠TMDシステム開発とABM条約問題は、軍縮交渉への影響も考慮
しながら米ロの複雑な国内状況を視野に入れ、 ABM条約の形骸化を回避する方向で、慎重
に対処していかなければならない。
1997年9月26日の信頼醸成合意文書に基づいて今後のTMD開発が行われ、さらに、米ロ
両議会を含む米ロ政権間で順調に問題が解決されれば、ディマケ-ション合意の目的は達成
され成功であるといえるであろう。
おわりに
冷戦期における米ソ軍拡競争は、米ソ自身がその激化を懸念するほどの規模で拡大した。
ABM条約と　ABM-TMDディマケ-ション合意
両国は攻撃ミサイルの量的増強や質的強化に加え、ミサイル防衛網の開発による戦略的優位
性を追求する。しかし、米ソ蘭で成立したABM条約は、冷戦期の対時が生む米ソ軍拡競争
の構造に始めての制限を課すことになる。 30年余りの間軍備管理の基礎として、防衛兵器と
攻撃兵器の軍拡競争を抑え、米ソの戦略核軍縮交渉を促進してきたABM条約に、条約成立
後初めての改定がディマケ-ション合意によって加えられた。改定により、米ソ両国は軍事
面の協力を図りながら、 TMDシステムを開発していくことになったわけである。
冷戦が終結して8年後に成立したディマケ-ション合意は、軍事面における米ロの更なる
協調路線の可能性を示唆した。よって合意内容が実行に移されれば、両国の軍事面での協力
体制の構築とそれによる軍備管理の安定が期待できる。しかし、合意内容の暖昧性が原因で、
透明性の欠如した性急な防衛兵器の開発が行われれば、冷戦期に展開されたような軍拡競争
に繋がる事態を引き起こす可能性がある。米国議会によるミサイル防衛開発推進の圧力が今
後高まり、 ABM条約廃棄という事態にもしなれば、米ロ二国関係のみならず、米中関係、
及びロシア欧州関係にも緊張の気運が高まることになるであろう。ディマケ-ション合意が
内包する暖昧性を今後どのように取り扱っていくかで、軍縮交渉をはじめとする米ロ軍備管
理関係が左右されることになる。
したがって、ディマケ-ション合意の一連の文書が指摘するように、 ABM条約を軍備管
理の礎石として維持し、唆昧性を克服し透明性を高めて信頼醸成措置を確実に実行しながら、
両国が協調路線で軍備管理問題に取り組み、軍縮を推進することによって、防衛という名の
もとでの軍拡競争の再燃は回避されるであろう。
